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乙乙 T比 「劑」字i)'S用 V 、 6扣Tv'o高昌文書在一亞-::5-J上吁、 "t"<l)用例七意味t之-Jv 、T考xTJJ-
t;:: \,,\。 t.J.s検討O順序辻『文書.!I <l)収錄順t之 L, t; 斗）立）。
®年次未詳匾璽．廑川等處僧逋錢等條記 (67TAM364: 13 (錄〉 『文書』 m、二00頁）
bi'加全三行(J)文書泛力｀第二行仁 r画壅五月劑僧逋錢九十八文J /::.3')6. 鄭孚檬氏<J)補助説lil>
匕 J: tJ 、本色仁相者才石品目力i明記~t,,"(L,\1:J_L, 、 <l) T、唐長孺氏O折納説b成 0 立t;::1:J.\,, 、 I) 。謝重光
氏(J)調説 b 丶 l> L, 乙h力項目T J')t,, 迂、 「劑J 字匕税目（品目) Tif>o 「錢」°中間钇僧俗尻別在示才
「僧」字辛滯納在意味才石「逋」字力泮插入~tl.Tv'o 乙七 1:t.J. tJ 、叭力刈之 b不自然0感~*油力it,_-/:J_
U。心 L, 0條記文書匕同 G< 、月钇続l寸T 乙 0文字力i記~tl.Tv'o 之匕钇注目才入巻T3'),3 -S 。华辻
叭 「高寧（県） T(某年<l)) 五月分匕 l,"(僧侶钇対 l,"(賦課 L, t;:: 銀錢T、納入~no/\(< L,-c納入
~t,,"(t, 、 t.J. 叭分（才女和色滯納分）力i合計T九八文」七 L,\-SJ:-S 钇解积才 o<l) 力珝起旨T灶 3')6 *心
力丶。
®乙酉．丙戌歳（五六五·五六六年或六二五．六二六年）某寺條列月用斛斗帳歴 (67TAM377: 06, 
04, 03, 07. 02, 01. 08, 05 〈錄〉 『文書』田、二二五頁～二三四頁）
3')6 寺院O出納帳T、現存部分ti付Tl>七八行仁上丕。 「劑」字辻、第四O行0 「凍陸拾究斛、得
錢陸拾究文、用上三月劑道俗官絹」匕、第六六行<l) r麥拾貳斛、得錢拾貳文、用口口劑遠行馬」 O二
加所仁出T<o。前者T辻床老売?T銀鎂在得、 "t"h~官1:納入才石絹钇充~l,t;:: 乙七力i表b~tl.T
V澤。主 t;::後者 b 、麥在売?T得 t;::銀鎂宅遠行馬O負担仁充~L,t;:: 乙七在示 l,Tv'o 。 V 丶 -ftl.<l)場合
匕 b 、銀錢T~SI之絹华馬在購入 L, t忒：解积才6 J: tJ l> 、 Ul,-3絹（官絹）华馬（遠行馬) <l)負担在
銀錢T代納 L, t之匕考xo/\( 巻 T J') 0 -S 。乙 <l) -s 色前者1:-J 叭T 辻、 「劑」字匕税種目 <l) r官絹」 2) <l) 
中間仁b~b~僧俗民別O 「道俗」 3) 力i記名扣T v'6 <l)"C'、公文書Tt:t.v' 幻±v'x、謝重光氏(J)調説
力1成立 L 犁t;::v 、乙七 (])~iE左匕 1:J. 0 -s 。圭 t;::後者仁-Jv 丶 Tl> 、 「劑」字<l)匱前(J)二字力泮判読~n-css
寸、詳細在知石乙七力氕戔 1:J.\,, 、 <l) 辻殃念ti炳 「某月」力i入石可能性心充分仁3')6 。 t.J.志負担七 L, "( 
Ii;:_ <l) 「官絹」匕「遠行馬」以外仁心田租力i、第一七行仁「粟拾陸斛伍斗、用」輸租」匕出T<o
筮乙乙仁辻賦課月力-St.J.< 、 「劑」字心見6扣 1:J.\,, 、 Z 七、苾 J:[f 「得錢若干文」七\,,\ -s 記述加:t.J_t, 、 <l)
T 、田租力珝生産物T納入~ht之匕思xo 乙七（才 t:t.b"t>租粟） t,J.~{., 指摘 L, "(北巻 t;::L,\4l o 

































































( 1 ) 第一行に、 「百?口口口綿八斤六雨」とあり、あるいは綿を銭で折納したと考えられないこ
ともないが、確証は全くない。
( 2 ) i官絹Jがいかなる税種なのか、とくに丁税との関係の有無についてはなお今後の検討に委
ねなければならないが、当該文書以外では、 「直皇年次未詳諸寺官絹摘本J (67TAM92:46 (a). 
45 (a) .50/2 (a) .50/1 (a). 44 (a). 49 (a) (録) Ii'文書.!IV、一八一頁~一八三頁)に「官絹」の
語がみえている。
( 3 ) 僧俗区別は僚記文書などでは「僧」と「俗Jで表記されているが、 「直昌年次未詳侍郎隼盟






( 4 ) スタインが将来した「亘亘年次未詳某寺篠列月用制斗帳歴(仮称)J (N0319-Ast. IX. 3. 09 
(録)D. C. • p. 154)も、②と同じ様式をもっ文書だが、その第七行にも「粟十四石六斗、用輸
租」とあり、やはり②と同じことを指摘できる。











D.C. : H.Maspero. Les Documents Chinois.de 1a troisieme expedition de Sir Aure1 
























( d )件及び(e )件では、西頭の遠行牛子、もしくは西頭の遠行車牛子として登載されている。




























































( 5 ) 袴林県主簿の得た銀銭一二一文(一八行目)は、彼の供出した牛一一頭分の近道慣(一一
文×一一頭)と判断できるが、その後の銀銭一回文、四文も、あるいは死んだ牛の肉を売却し
たり、その他の理由による補償分として、彼が手にしているとも解釈できる。
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